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ごみ減量実践講座企業
向け

平成28年度

主催
京都市ごみ減量推進会議・京都商工会議所

後援
公益社団法人 京都工業会
一般社団法人 京都府産業廃棄物3R 支援センター

京都商工会議所と協力し開催している「エコロジーはエコノミー　ごみ減量実践講座」。この講座で
は、ごみ減量や企業の環境対策、エネルギー対策などをテーマに多彩な顔ぶれの講師をお招きし、
先進的な取組の紹介や、環境関連法令の改訂、話題となっている問題とその対策等の講座や、エネ
ルギーやごみの削減に取り組んでいる現場を見学する見学会（ミニツアー）も開催しています。平
成28年度は以下の5回開催。是非、ご参加ください！

京都市ごみ減量推進会議とは

ごみを減らし、環境を大切にしたまちと暮らしの実現を目的として、市民、事業者、行政により
平成8年11月に発足した団体です。“ごみ減”は今年で２０周年。引き続きよろしくお願いします。

平成28年9月16( 金 ) 見学会

舞洲工場・
舞洲スラッジセンター
見学バスツアー

1

平成29年2月13日 (月 ) 見学会

豊中市伊丹市
クリーンランド見学ツアー

5

平成28年10月3日 (月 ) 講 座2
京都市しまつのこころ
条例から 1 年
～成果と課題～

平成28年11月11日 (金 ) 講 座3
地球環境問題と
廃棄物を考える
～国内外の最新動向～

平成29年2月3日 (金 ) 講 座4
企業防災と

ごみ減量の意外な関係

参加費 500円（当会議会員も500円）
＊曽根駅までの交通費は各自ご負担ください。

集合場所
阪急宝塚線「曽根」駅
（改札を出たところ）＊改札は1箇所のみです。
曽根駅からタクシーを利用します。解散も「曽根駅」を予定。

日　時 平成29年2月13日（月）
午後1時30分集合　4時30分頃解散

定　員 40名（先着順・申込締切　2月3日（金））

豊中市と伊丹市の両市域において排出された家庭系のごみや事業系の一般廃棄物（事業系ごみのうち、産業廃棄

物を除くもの）を受け入れ、焼却・破砕・選別などの中間処理を行う清掃工場。28年3月に稼働した最新の設備で、

可燃ごみを処理する４基の焼却炉と、資源物や不燃物の選別等を行うリサイクルプラザ「スリー R・センター」

があり、焼却施設と同時に、資源ごみ（ペットボトル、ビン類、缶類など）に含まれる不純物を手選別する様子や、

粗大ごみを機械で破砕選別し、その中の資源物を取り出し再資源化する取組を見学することができます。施設見

学の案内はＮＰＯ法人が担っていて、市民目線での説明が魅力です。

平成29年 2月13日 (月 )5 見学会

豊中市伊丹市クリーンランド見学ツアー

申込希望

□ ① 平成28年 9月16(金) ……… 舞洲工場・舞洲スラッジセンター見学バスツアー（見学会）

□ ② 平成28年 10月3日(月) …… 京都市しまつのこころ条例から1年 ～成果と課題～（講座）

□ ③ 平成28年 11月11日(金)  … 地球環境問題と廃棄物を考える ～国内外の最新動向～（講座）

□ ④ 平成29年 2月3日(金) ……… 企業防災とごみ減量の意外な関係（講座）

□ ⑤ 平成29年 2月13日(月) …… 豊中市伊丹市クリーンランド見学ツアー（見学会）

参 加 申 込 書 下欄、ご記入の上、FAX送信いただくか、同様の内容を電子メールでお送りください。
京都市ごみ減量推進会議ウェブサイトからも申し込みいただけます。

お申し込み・お問い合わせ先

075-641-2971FAX http://kyoto-gomigen.jp/works/122.html申込フォーム

FAX 075-641-2971

HP http://kyoto-gomigen.jp/TEL 075-647-3444

E-MAIL sanka@kyoto-gomigen.jp

団体又は会社名

団体又は会社住所

所属・役職

お名前

お電話番号

電子メール

通信欄

今後メールでの案内を希望　□する　□しない　□登録済

□ 希望（資料等お送りします）　
□ 既に会員である

生年月日
※①に申込の方のみ

ファックス番号

※個人の方はご自宅住所

昭・平・西暦　　　　　年　　　月　　　日

当会議への入会を

この印刷物が不要になれば「雑がみ」として古紙回収等へ

一般の方も参加できます



京都市しまつのこころ条例から1年 ～成果と課題～
平成 28年10月 3日 (月 )

参加費 無料（会員、非会員共に）

定　員 60名（申込締切　定員満了まで）講　師 京都市環境政策局　循環型社会推進部　職員

日　時 平成28年10月 3日（月）
午後2時～4時

会　場 京都商工会議所 2階 第 1～ 2教室
（京都市中京区烏丸通夷川上ル）

京都市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の改正から 1 年。どのような成果が出て、どのような課題が

あるのか。また、昨年発生した不適切事例などをかえりみながら、このような事例に遭遇しないために、排出

事業者として、どのような点に気を付けるべきなのか。新たな廃棄物の適正処理に関する動きなどについても

話を聞き、更なるごみ減量に向けた意見交換の場を設けます。

地球環境問題と廃棄物を考える ～国内外の最新動向～
平成 28年 11月 11日 (金 )

参加費 1,000円（当会議会員は無料） 定　員 60名（申込締切　定員満了まで）

講　師 松本 真由美 氏
（東京大学 教養学部附属教養教育高度化機構 環境エネルギー科学特別部門 客員准教授）

日　時 平成28年11月 11日（金）
午後1時30分～4時

会　場
京都商工会議所 2階 第 1～ 2教室
（京都市中京区烏丸通夷川上ル） 
※地図は第2回の講座を参照

国内で、G7 環境大臣会合、伊勢志摩サミットが開催され、環境に対する取組にますます注目が集まっています。研
究や講演で国内外を飛び回っておられる講師から、廃棄物・エネルギーにかかる、持続可能な社会のあり方について、
国内・海外の最新の動向を伺います。

上智大学在学中からテレビのニュース番組に出演。ＮＨＫ-ＢＳ１ワールドニュースキャスターなどを務める。
現在は、環境・エネルギー分野の研究、および教育活動に携わる一方、月刊 ビジネスアイ エネコ（日本
工業新聞社）に連載を持つなど、講演、シンポジウム、執筆など幅広く活動し、環境コミュニケーション、
環境とエネルギーの視点から持続可能な社会のあり方を研究している。非営利活動法人・国際環境経済
研究所（IEEI）理事。非営利活動法人・再生可能エネルギー協議会理事。　
＊松本真由美氏オフィシャルブログ…http://yaplog.jp/m-mayu/

企業防災とごみ減量の意外な関係
平成29年 2月 3日 (金 )

参加費

参加費

500円（当会議会員は無料）

定　員

定　員

40名（申込締切　定員満了まで）

講　師
高橋 伸年 氏（コクヨマーケティング（株）京滋支店 副支店長）　 岡本 敏之 氏（予定）（リコージャパン（株）京都支社）

日　時

日　時

平成29年2月3日（金）
午後2時30分～4時30分

会　場 京都私学会館 301 中会議室
（下京区室町通高辻上ル山王町561）

オフィスにおける防災対策。必要性は認識しつつ、「保管場所が…」などの理由で、後回しになりがちです。またオフィスでの

ごみ減量（特に紙ごみの減量）については、「十分やっているので、これ以上減らすモチベーションを見いだせない」と感じて

いる企業が多くあります。講座では、企業（主に中小企業）の防災対策や防災意識の現状についてのお話と、オフィスでの紙

資料の管理と削減の実践事例のお話を受け、企業防災の推進とごみ減量の関わりを知り、改善のヒントを得ていただきます。

訪問先

平成28年 9月16日 (金 )

舞洲スラッジセンター（下水汚泥処理場）…60分
ＪＥＳＣＯ大阪PCB廃棄物処理施設………30分
舞洲工場（ごみ処理工場）……………………90分

無料（会員、非会員共に）

平成28年9月16日（金）
【集合】午前11時30分　【解散】午後5時30分頃

集合場所 地下鉄・近鉄 竹田駅（西口） ※集合・解散とも

40名（先着順・申込締切　9月7日（水））

４５０ｔ/日の焼却設備、１２０ｔ/５hの回転式破砕機、３２,０００ｋＷの発電能

力を持つごみ処理工場と、汚水の水処理及び、汚泥の有効活用を行ってい

るスラッジセンターを見学し、廃棄物とその利用について考えます。隣接

するＰＣＢ処理施設（ＪＥＳＣＯ）にも立ち寄ります。

舞洲工場・舞洲スラッジセンター 見学バスツアー
（ごみ処理工場） （下水汚泥処理場）

立命館大学大学院政策科学研究科（博士〔政策科学〕）。現在、立命館
大学歴史都市防災研究所メンバーを兼任。企業防災に詳しい。豊田 祐輔 氏（立命館大学政策学部准教授）

1

2 4

3

講 座

講 座

講 座

見学会

地
下
鉄
丸
太
町
駅京都商工会議所

竹谷町通

丸太町通

■ 京都新聞社

夷川通
烏
丸
通

綾小路通

仏光寺通

高辻通

下京警察署 ■

6番出口

京都銀行 ■

池坊短大 ■

コインP ■

住友信託銀行 ■ ■ UFJ銀行

■ 太陽生命

烏
丸
通

四条通

新
町
通

室
町
通

京都私学会館

阪急烏丸駅
25番出口 地

下
鉄
四
条
駅


